
 
東邦大学医療センター大森病院臨床研修プログラム 

新生児科専門研修コース（大森）  

 
募集定員                             
３名 
 
コースの特徴                           
新生児科では初期臨床研修修了後、小児科特に新生児専門医を目標とするものが入局する。周産期医療

研修を主としつつも、まずは小児科医として一般知識と技量を取得するために一般小児科研修を行い、

小児科専門医の取得を目指す。その後、新生児研修に専任となり、周産期（新生児）専門医の取得を目

標とする。周産期医療関連科の研修の一環として、産科研修や小児専門各科、小児外科等の研修も併せ

て行う。希望により東邦大学以外での教育関連病院での研修を織り交ぜることも可能である。 
 
研修カリキュラム 
１年目  
病院名・診療科 
東邦大学医療センター大森病院小児科または総合周産期母子医療センター・新生児科 
研修期間 
1 年 
習得内容 
大森病院小児科勤務１年：助教の指導のもと受け持ち医となる。 小児科救急、一般小児科、小児科専

門各科、地域医療、小児保健などの経験を積む。この１年間で common disease について経験を積み、

小児疾患の初期対応が可能となることを目標とする。 
新生児科研修からのスタートも可能である。新生児のすべての分野での研修を行うことで、小児科研修

の土台を習得することになる。前期研修病院での研修内容により、コース選択が考慮される。 

 
２～３年目  
病院名・診療科 
東邦大学医療センター大森病院 総合周産期母子医療センター・新生児科または小児科 

教育関連施設（別途記載）での研修も可能 
研修期間 
2 年 
習得内容 
基本的に大森病院新生児科勤務 2 年：助教の指導のもと受け持ち医となる。 卒後 4～5 年で、小児科・

新生児医療の基礎を学ぶ。また産婦人科の研修は必修とし出生前からの周産期医療を体験する。 
スタートが新生児科であったものはこの時期に一般小児科の研修を大森病院小児科や希望により院外

の教育関連施設で行う。後期研修 3年修了時点で小児科専門医の受験資格を得ることを目標にする。 

 
４～５年目  



大森病院総合周産期母子医療センター新生児科に勤務しつつ、周産期(新生児)専門医試験を受ける。病

棟ではレジデント最高学年の自覚を持って後輩の指導も併せて行う。入院患児だけでなく、退院後のフ

ォローアップ外来にも参画し、発達検査などの実際にも触れる。 

希望により院外の教育関連施設での研修も可能で、大学病院とは異なった周産期医療や小児保健の経験

を積む。新生児科に限らず、小児外科、小児心臓外科、小児脳外科を含めた外科領域や、胎児治療科、

病理の研修も可能とする。 
病院名・診療科 
東邦大学医療センター大森病院 総合周産期母子医療センター・新生児科または小児科、産婦人科、小

児外科、心臓外科、脳外科 

教育関連施設（別途記載）での研修も可能 
研修期間 
1-2 年 
習得内容 
教育関連病院（新生児専門医研修認定施設）。関連病院小児科における研修（出向） 
小児科専門医受験予定学年 
 
６～７年目   
病院名・診療科 
東邦大学医療センター大森病院 総合周産期母子医療センター・新生児科 
研修期間 
1-2 年 
習得内容 
基本的には新生児科勤務である。スタッフとしての自覚を持って後輩の指導、医療・研究の推進役とし

ての自覚をもって行動する。 
 
週間予定 
 

 
月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 

午前 教授回診 教授回診 教授回診 教授回診 教授回診 
 

午後 

・胎児超音波外来 

・小児循環器カン 

 ファレンス 

・抄読会 

・乳児健診 

・周産期カンファ 

 レンス 

・フォローアップ外来 

・小児科 GR 

・小児外科カンファ 

 レンス 
 

・フォローアップ外来 
 

 
教育関連病院・施設 

亀田総合医療センター       小児科 
日本赤十字社医療センター     小児科 
聖路加国際病院          小児科 
(国立成育医療センター        胎児治療科  小児科専門医取得後） 

（神奈川県立こども医療センター    新生児科    小児科専門医取得後） 



(大阪府立母子保健総合医療センター 新生児科・病理科    小児科専門医取得後） 
(横浜市立大学           産婦人科          小児科専門医取得後） 

 
コースの実績（学位及び専門医等の取得状況等） 
学位については現教室員 8 名中 3 名取得済み。社会人大学院生（他施設）が 7 名在籍。 
小児科専門医 7 名、指導医 2 名。産婦人科専門医 1 名。 
周産期(新生児)専門医取得者は 5 名、他に 3 名研修中である。指導医 1 名。 

小児循環器専門医 1 名。指導医 1 名。 

 
コースの指導状況 
新生児研修に関しては、ほぼ 1 年の研修において基本的に必要な知識と技術を身につけることが可能な

症例数を経験することが可能である。小児科専門医になるための研修に関しても当院小児科において一

般の小児救急患者から循環器、血液などの小児専門各科の研修が可能であるため小児科専門医の取得に

関しても当院のみでも可能である。また、過去において希望により産科研修（6 ヶ月）や他の教育関連

施設での研修も行った。 

 

学位・大学院と海外留学について 
1. 論文提出による博士号取得 

小児科専門医取得後新生児科研究テーマを選んで頂き研究を開始する。年２回以上の学会発表

と新生児専門医取得後２年間で研究成果を論文として発表後博士号申請取得を目指す。 
2. 大学院コース 

この場合は研修期間が 4 年に短縮される。一般大学院生と社会人大学院生がある。3 年までに論

文を完成させ投稿する。 

3. 海外留学 
応相談 
 

評価及び修了認定 
年度末に各自の症例数を報告し、小児科専門医取得に必要な診療経験を積む。 
まず小児科専門医を取得し、続いて新生児科専門医研修を行ない新生児専門医を取得する。 
新生児専門医取得をもって新生児科医としての修了認定とする。 
 
認定医・専門医の取得等 
小児科専門医は卒後 6 年目に受験する。周産期（新生児）専門医になるには小児科専門医の取得後、原

則として基幹施設・指定施設・補完施設での研修が 3 年必要となる（東邦大学医療センター大森病院は

基幹施設に、佐倉病院は指定施設に指定されている）。 

学会等名 日本小児科学会 

資格名 小児科専門医 

資格要件 
2 年間の卒後臨床研修を受け、その後さらに小児科専門医制度規則第 15 条に規定す

る小児科臨床研修を 3 年以上受けたもの。もしくは小児科臨床研修を 5 年以上受け

たもの。試験当日に学会会員であり、学会会員歴が引続き 3 年以上、もしくは通算



して 5 年以上であるもの。 

専門資格の概要 

必修化された臨床研修 2 年は専門医研修病院での研修扱いとする。その後小児科学会が認定した専門医

研修病院にて小児科臨床研修を 3 年以上受ける。 

 

学会等名 日本周産期・新生児医学会 

資格名 周産期（新生児）専門医 

資格要件 小児科専門医取得後、新生児専門医研修指定病院にて 3 年間以上研修 

専門資格の概要 

小児科専門医取得後、新生児専門医研修指定病院にて 3 年以上、一定数の症例を経験し、書類審査、筆

記試験、口頭試験合格後、専門医取得となる。なお、新生児専門医研修指定病院のうち基幹病院におけ

る研修が最低 6 ヶ月以上必要である。（東邦大学医療センター大森病院は基幹施設に、佐倉病院は指定

施設に指定されている） 

 

学会等名 日本小児循環器学会 

資格名 小児循環器専門医 

資格要件 小児科専門医取得後、一定期間小児循環器専門医研修指定病院にて研修 

専門資格の概要 

小児科専門医取得後、小児循環器専門医研修指定病院にて、一定数の症例を経験し、書類審査、筆記試

験、口頭試験合格後、専門医取得となる。なお、東邦大学医療センター大森病院は小児循環器センター

（小児科・新生児科）として研修施設に指定されている。 

 


